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整備事業の土地利用計画（案）」（令和２年３月）に基づき、面的整備事業と土地利用転換を計

画的に推進するため、令和４年３月１日に土地区画整理事業、地区計画等の都市計画決定をし

ています。 

これらを踏まえ、本事業については、次の事項について留意してください。 

(1) 土地利用にあたっては、都市計画決定の内容についてご理解いただき、整合を図ること。 

 

２ 市街地の環境にあわせた良好な都市景観の創出について 

  当地域は、大規模な工場が立地する場所で、周辺住宅地との環境的な調和を積極的にすすめ

ていく必要があります。また、工場の敷地内は緑も豊富で良好な景観を維持されているものの、

外部に対して閉鎖的な施設も多く、景観的な魅力の向上が求められるため、次の事項に十分留

意してください。 

(1) 周辺景観にうるおいを与えるため、通りの表情づくりを意識して、植栽の配置・量・高さ

等に配慮し、周辺地域の環境向上に貢献できる豊かな緑化空間を創出する計画とすること。

また、当該地の境界部分や計画建築物の周囲には、計画建築物の圧迫感を軽減するため、高

木・中木・低木・地被植物を適切に配置することや樹種の工夫により四季を感じさせるしつ

らえとする等、良好な景観の創出に努めた上、適切な維持管理を実施すること。 

(2) 湘南モノレールからの見え方に配慮するとともに、景観資源である新川の水辺空間をふ

まえた外構・建物計画とし、地域環境の向上に努めること。 

(3) 一定規模以上の建築物が建設される場合、近接地や周辺環境との調和に配慮する必要が

あります。そのため、大規模な建物を分棟化する、周辺から見える大規模で長大な建築の壁

面を分節化する、建築物の高さにアクセントやグラデーションをつける、外壁の素材や色彩

に変化をつけるなどの建築計画とし、無機質な立面や壁面の連続とならないように努める

こと。 

 

３ 環境への配慮について 

(1) 第３期鎌倉市環境基本計画及び鎌倉市地球温暖化対策地域実行計画（区域施策編）の趣旨、

2050 年に温室効果ガスの排出量を実質ゼロにすることを目指す鎌倉市気候非常事態宣言並

びに地球温暖化対策の推進に関する法律を踏まえ、本事業においては、脱炭素社会の実現に

向けエネルギーの消費を減らすための建築物の高断熱化に加え、太陽光発電設備などの発

電設備や蓄電設備の活用等により、ZEB等の省エネルギー建築物を目指すとともに、電気自

動車用の充電用供給スタンドの設置に努めること。 

(2) 「鎌倉市気候非常事態宣言」では、「2050 年までに温室効果ガス排出を実質ゼロにするこ

と」のほかに、「気候危機の現状について市民や事業者と情報を共有し、協働して全力で気

候変動対策に取り組むこと」も目標として定めています。 

市内で事業を行う際には、気候危機の現状をご理解いただき、将来を見据えた事業展開と

して、省エネルギー化、再生可能エネルギー導入や電気自動車の普及に資する取組等に努め

ること。特に今回事業は商業施設、共同住宅ともに規模が大きいことから、鎌倉市内から排

出される温室効果ガス削減目標に与える影響に配慮すること。 

(3) 商業施設への来店者に対して、徒歩や公共交通機関の利用促進を図り、地球温暖化対策に

取り組むこと。 
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(4) 事業所の室外機や送風機等による騒音苦情が度々見受けられます。騒音が発生する施設

を設置する場合は、防音対策を行い、近隣住民に配慮して設置すること。 

(5) 駐車場については、近隣住民に配慮し、看板等を設置することで、利用する者に対してア

イドリング・ストップの周知に努めること。 

 

４ 交通環境等への配慮について 

(1) 地域住民及び緊急車両等の通行に支障がないように安全性を考慮した道路通行計画とす

ること。 

(2) 県道腰越大船を利用した入出庫については、左折 IN、左折 OUT とするよう誘導員を配置

し、車両の誘導を図ること。併せて、マンション駐車場出入口及び商業施設出入口から右折

IN、右折 OUTが出来ない様、道路管理者、所轄の警察と協議・調整し、道路センターにボラ

ードなどを設置すること。 

(3) 出入口部は、前面道路に対し直角となるよう配置するとともに、出口道路境界から垂直に

２ｍ離れた位置から左右 60度の視野を確保すること。また、自動車の出入口から建物駐車

場への動線については、直線的かつ最短距離のルートとすること。併せて、駐車場の満空状

況が分かる様、標示看板等を設置すること。 

(4) 入庫待ちの車両が県道腰越大船に列が発生しないよう入庫管理にあたっては、発券しな

い方式等を導入すること。 

(5) 計画では、県道腰越大船から建物までの距離が短いため、車両が車室に駐車する際、車両

の進行を妨げ、県道腰越大船に入庫待ちの列が発生する恐れがあることから、敷地内で円滑

に車両が進行できるよう建築物の配置変更や県道腰越大船への付加車線の設置について検

討し、県道腰越大船に渋滞が発生しない様工夫すること。 

 (6) 当該地付近は児童生徒の通学路となっているため、工事期間中は歩行者に対しての交通

誘導員を配置する等、十分配慮すること。 

(7) 児童及び生徒が歩道を迂回しなければならない工事を実施する場合は、鎌倉市開発事業

における手続及び基準等に関する条例に基づく各課協議までに市学務課まで連絡すること。 

(8) ウォーカブルなまちづくりを踏まえた計画となるよう、計画敷地周辺の回遊性に資する

歩行者動線を確保し、深沢地域全体としてのサービス・生活道路の歩行者ネットワーク形成

に努めること。 

(9) 計画地は鎌倉市立地適正化計画で都市機能誘導区域外に位置しているため、商業施設建

物内の店舗面積を 3,000 平方メートル未満とする、若しくは周辺交通への負荷を軽減する

ための工夫を施すこと。 

 

５ ごみ収集作業について 

(1) ごみ収集作業に支障となる、ごみ集積施設と道路面との高低差はないように努めること。 

(2) ごみ集積施設の管理上から施錠する場合は、ごみ収集時間（開始 8：30～）に合わせて 

  開錠しておくこと（締め切りの場合は、収集不可）。 

(3) 収集車のトラック（４ｔ）及びパッカー車（６ｔ）の接近通路となる敷地内通路の地耐力

に考慮すること。 
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(4) 収集車の車両高さが３ｍ弱であるため、通路に接近する建物の軒、または、梁の高さにつ

いて十分な余裕を取ること。 

 

６ 隣接地について 

(1) 新川との境界については土地境界確定図等の図面を事前に確認すること。 

(2) 事業区域南側に存在する横須賀水道路との事業区域等の確認については横須賀市と協議

すること。 

 

７ 安全への配慮について 

(1) 建築物へ至る道路の幅員、ゲートなどの設置の有無を確認し、緊急車両（消防車・救急車）

が容易に建物に寄り付ける状況にすること。また、自動火災報知設備等を設置する場合（消

防法による設置）、受信盤へ至るまでの各建物進入口の施錠解除を指導し、火災等発生時に

消防隊員が容易に活動できる方法を協議すること。 

(2) 車両の敷地内への進入路が西側１個所のため、非常時における緊急車両の出入口を複数

個所確保するよう努めること。また、非常時の人の避難経路の確保についても、同様に複数

個所確保するよう努めること。 

(3) 敷地内に設置されている非常警報施設（防災行政用無線スピーカー）を残存するか、開発

区域内に移設することが可能か検討すること。 

(4) 開発事業に伴い、防犯灯について周辺住民からの要望等があった場合は、適宜対応するこ

と。 

(5) 雨水については、敷地内から周辺の施設に影響を与えることがないよう、適切な対策をと

ること。 

 

８ 子育て環境等への配慮について 

(1) 開発予定地周辺には比較的小規模な街区公園が多く、ボール遊びができる公園が少ない

状況です。本件で設置予定の公園規模を踏まえ、公園のデザインにあたっては、防球ネット

を設置するなど、ボール遊びができる公園となるような配慮に努めること。 

(2) 提供公園については、誰もが安心して利用できるような配置やしつらえとすること。 

(3) 当該開発事業では、665戸の共同住宅が計画されている中で、就学前児童がいる世帯の入

居をどの程度見込んでいるか、また、当該保育施設の規模を示し、保育需要の増加に対応し

た保育施設の整備に努めること。 

 

９ 今後の手続等について 

(1) 今後、手続が必要となる鎌倉市開発事業における手続及び基準等に関する条例において

は、具体的な公共施設の整備に係る技術審査について、関係各課と十分な協議をすること。 

(2) 深沢地域整備事業と関連があるため、「深沢地域の新しいまちづくり基本計画」（平成 16

年９月）に基づいて、担当課と十分な調整を図ること。 

 

以上 
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事務担当は、まちづくり計画部 

土地利用政策課 
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